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はじめに 
• ユビキタスネットワークロボット： 

　ロボットがネットワークに繋がると 
　どんな生活支援ができるのでしょう？ 
 

• 本日のトピック 
– ユビキタスネットワークロボットとは？ 
– 実証実験事例のご紹介 

• ライフサポートにつながるロボットサービス 
– 国際標準化動向 
– 海外の動向 



ユビキタスネットワークロボット
とは？ 

トピック１ 



ネットワークロボットとは？ 
3タイプのロボットが連携してサービス提供

携帯端末上で稼働するソフト
ウェアエージェントによりユー
ザとインタラクション

各種のセンサネットワーク
により、環境の情況を知覚

身体的な機構を持つロボッ
トにより、ユーザとインタ
ラクション

生活のいろいろな場所・場面で 
３タイプのロボットが連携してサービス提供 



ライフサポート型ロボット技術に
関する研究開発 



実証実験事例のご紹介 
トピック２ 



ユビキタスネットワークロボットによる 
高齢者・障がい者のための 
ライフサポートサービス 

インターネット 相手の発話・表情 ガイドコンテンツ 

ガイドコンテンツ 

相手の発話 
・表情 

遠隔操作インタフェース 
（パソコン） 遠隔操作ロボット 

（Robovie-R3） 



事例①　家・スーパーマーケットで、 
様々なタイプのロボットが連携して 

お買い物を支援 

自
宅 

スーパー 
入口 

スーパー 
売場 



高齢者のための買い物支援サービス 
事例① 



自
宅 

スーパー 
入口 

スーパー 
売場 

買い物リスト作成 

お出迎え 人位置・ID計測 
遠隔操作 

買い物案内 

高齢者のための買い物支援サービス 
事例① 

バーチャル型 
ロボット 

ビジブル型 
ロボット 

アンコンシャス型 
ロボット 

ビジブル型 
ロボット 

バーチャル型 
ロボット 



事例②　車いす利用者のショッピングを 
ロボットがサポート！ 

～車いす型ロボットによる店舗間回遊支援サービス～ 



事例②　車いす利用者のショッピングを 
ロボットがサポート！ 

～車いす型ロボットによる店舗間回遊支援サービス～ 



車いすロボ予約 

お出迎え 

人位置・ID計測 

遠隔操作 

店舗案内 

バーチャル型 
ロボット 

ビジブル型 
ロボット 

アンコンシャス型 
ロボット 

バーチャル型 
ロボット 

事例②　車いす利用者のショッピングを 
ロボットがサポート！ 

～車いす型ロボットによる店舗間回遊支援サービス～ 



事例③　短時間の練習で 
ロボットの遠隔操作が可能に 

 
～素人の遠隔操作によるロボット観光ガイド～ 

インターネット 相手の発話・表情 ガイドコンテンツ 

ガイドコンテンツ 

相手の発話 
・表情 

遠隔操作インタフェース 
（パソコン） 遠隔操作ロボット 

（Robovie-R3） 



誰もが（素人でも）ロボットを遠隔操作 
できると、どんないいことがあるの？ 
ロボットを遠隔操作できると、 

新たな社会参加が可能になります 
 

例：●短時間でも空いた時間を有効に使いたい 
　　●高齢者は、いつまでも働きたい 
　　（空いた時間・知識や技能の活用） 

事例③ 



デモの様子 事例③ 



遠隔観光ガイド実験システム 

インターネット 
遠隔操作インタフェース 

（パソコン） 

観光ガイドボランティア（高齢者）が 
ロボットを遠隔操作して、 

奈良の観光ガイドをします。 

遠隔操作ロボット 
（Robovie-R3） 遠隔操作インタフェース 

（パソコン） 

事例③（技術紹介） 

ビジブル型 
ロボット バーチャル型 

ロボット 

バーチャル型 
ロボット 



遠隔操作インタフェース 
事例③（技術紹介） 



技術ポイント：慣れていない人の
コマンド入力時間に対処 
一定以上入力時間がかかる場合は、つなぎ言葉を自動挿入 

時
間

（
秒

）
 

操作者の入力時間 

テキスト 
入力 

トピック 
選択 

コンテンツ 
選択 

クイック 
リンク 

時間がかかりそうな場合 

［自動挿入］ 
えーっと… 

［Kanda 2008］ 

事例③（技術紹介） 



技術ポイントの効果（before/after） 
事例③（技術紹介） 



国際的な拡がり 
トピック３ 



ネットワークロボットの国際的拡がり 



国際標準化活動　① 

出典：　http://www.irc.atr.jp/std/Top.html 



国際標準化活動　② 

出典：　http://www.irc.atr.jp/std/Top.html 

空間情報 

位置情報 

位置情報 

行動情報 

対話サービス 

NR-PF 



まとめ 
• ３タイプのロボット（ロボット、スマホ、環境センサ）が 

協調・連携して、人々に様々なライフサポートサービスを 
提供するための基盤技術として、 
ユビキタスネットワークロボット技術をご紹介しました。 

• ロボットがネットワークに繋がって連携できると、 
ロボット単体では考えられなかった多様なサービスが 
現実的なものになります。 

• 高齢者・障がい者の自立活動と社会参加を促進するための 
新しいライフサポートサービス実現に向けて、 
今後とも引き続き、 
ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

ご静聴ありがとうございました。 
本研究開発は、総務省の研究委託により実施しました。 


